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①ＩＴ活用が進んでいない中小企業に対しＩＴ活用を推進し、ＩＴ経営を実現することで中小企
業を元気にする 

②中部地域におけるＩＴＣの活動拠点として「食えるＩＴＣ」を育て、ＩＴＣの知名度を向上させる 

③自社のＩＴを導入したいＩＴベンダーに対し、ユーザー企業とのマッチングの場を提供し、提
案の機会を増やす 

ユーザー ＩＴベンダー 

独立系ＩＴＣ 

ＩＴを導入したいけどどこに
頼めば良い？ 

複数を比較評価したいけ
どそんなにITベンダー知ら

ないし・・・ 

コンサルだけではなかなか注
文が取れない 

情報収集に時間が掛かる 

提案依頼するベンダー探しに
時間が掛かる 

提案できる機会がもっとあれば・・・ 
お客さんのやりたいことがわから
ないので、何度も提案しなおさない

といけない 

ユーザー・ＩＴベンダー・独立系ＩＴＣ３者の悩みを解決 



ユーザー ＩＴベンダー 

独立系ＩＴＣ 

ＩＴＣ
中部 

相談 提案依頼 

業
務
依
頼 

・ＩＴＣ中部が窓口となりユーザー
の相談を受ける 

・ＩＴＣ中部からＩＴＣを派遣し、ユー
ザーの要求を整理する 

・ＩＴＣ中部がＩＴベンダーに提案依
頼を行う 

ＩＴＣ中部がユーザーとＩＴベンダーの架け橋になる 

会費・謝礼 

謝
金 

ＩＴＣの費用は、ＩＴベン
ダーに負担（会費や成功
報酬等）をお願いする。 



ITC
中部 

・稼げる法人とし、各種委員会の活動費等も捻出する 

・企業に所属するITCの定年後の活躍の場も提供 

・ユーザー系・ITベンダー系・独立系の全てのITCに利
益のあるWIN×WIN×WINの関係を構築 

ＩＴ調達のためのポータルサイトを構築し、ＩＴＣ中部がＩＴ調達の相談窓口となる 

ITC中部が中心となって、全国のITC組織に呼びかけ、全国版に拡大 

日本一のＩＴポータルサイトを目指す！ 



ＩＴベンダー 
会員企業 

独立系ＩＴＣ 

ＩＴＣ
中部 

まずは多くのＩＴベンダーに会
員になってもらい、ＩＴＣが情報
収集やＲＦＰ発行先として活
用できる体制を構築する。 

ＩＴ経営応援隊 
ベンダーＷＧ 
に替わるもの 

「ＩＴ経営応援隊ベンダーＷＧ」は経済産業
省のＩＴ経営応援隊事業の中で、ＩＴ経営を
応援するＩＴベンダーに会員になってもらっ
たもので、２０社程参加している。 

※会費は無料 

本年度は無料 



ユーザー 

スキル取得 

ＲＦＰ（提案依頼書） 
1.会社概要 

2.業務課題 

3.システムの範囲 

4.新業務フロー 

5.ＩＴ化要件 

6.スケジュールと体制 

7.必要機能一覧 

8.必要なデータ 

9.帳票一覧 

10.提案書要件 

ＲＦＰの作成方法等のスキル
を習得できるページを作成し、
ユーザーがある程度のＲＦＰ
を作成できるようにする。 

ＩＴＣ
中部 

提案依頼 



ユーザー 

独立系ＩＴＣ 

情報収集 

検索画面 
・得意分野 

・活動地域 

・実績 

・・・ 

・依頼可能なＩＴコーディネー
タの情報をＤＢ化して検索可
能とする 



ユーザー 

情報収集 

検索画面 
□販売管理 □顧客管理 □会計 □生産管理・・・ 
□スタンドアローン □サバクラ □ＷＥＢ □ＳａａＳ 

・・・ 

検索 

機能 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ＸＸＸ機能 ○ ○ × ○ 

ＸＸＸ機能 ○ × ○ × 

・・・ 各社のパッケージの機能比較
等ができると良い 

ＩＴベンダー 

・各社の情報を統一フォー
マットで提供 

・各社が持っているソリュー
ションやパッケージをＤＢ化
し、検索可能とする 

・ＩＴＣによるレビューや評価
もあると良い（悪い評価が書
けない問題はある） 



方法案 内容 特典 懸念事項 

会費 ＩＴベンダーにメンバーとして
登録してもらい、年会費を徴
収 

メンバー企業にのみＲ
ＦＰを発行 

会費を払ってまでＩＴベン
ダーが参加してくれるか 

広告費 ＩＴＣ中部のＨＰにＩＴベンダー
のソリューションやパッケージ
の紹介を載せる。 

ＩＴＣ中部のＨＰを通じ
て集客可能 

ユーザーをどれだけ集
められるかが重要 

提案参
加費 

ＲＦＰを受け、提案を希望する
企業から提案参加費を徴収 

提案する場合のみ費
用を負担すれば良い 

受注が取れない企業は
離れていく 

謝礼 ＩＴＣ中部からの提案依頼で受
注した場合には、受注金額に
応じて謝礼を貰う 

受注した企業のみが
費用を負担すれば良
い 

ＩＴＣ中部が代理店のよう
な商売をすることになる 

・ＩＴベンダー側としては受注した場合のみ謝礼を支払う方法が一番リスクが少ないと思うが、それだけだと
当面の活動費がでない。 

・多くのベンダーに参加してもらわないと意味がないので、会費はできるだけ安くしたい。 

・ＩＴに関するポータルサイトに成長させ、広告費で費用を捻出できるようにしたい 


